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　　　　　今月の特集
　　　　　・ドイツ　ビーティヒハイム・ビッシンゲン市
　　　　　　　　姉妹都市締結50周年記念式典開催
　　　　　・草津温泉「御座之湯」起工式及び地鎮祭が
　　　　　　　　執り行われました
　　　　　・こんにちは、図書館です　草津を知るシリーズ⑥
　　　　　・お知らせ　～生活・くらしの情報～　ほか

ドイツ連邦共和国ドイツ連邦共和国
　ビーティヒハイム・ビッシンゲン市　ビーティヒハイム・ビッシンゲン市
　　姉妹都市計画締結50周年記念事業開催　　姉妹都市計画締結50周年記念事業開催
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テ
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ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市

　ドイツ南西部、バーデンヴュルテンベルク州にある人口４万
人程の都市。
　ワインや木製家具、建築床材（リノリウム）の生産が有名。
　草津の温泉の効能と高原気候のすばらしさを世界に紹介した
故・エルウィン・フォン・ベルツ博士生誕の地であり、博士の
功績と遺徳をしのび、草津町の姉妹都市締結第１号として交流
がはじまりました。

ビーティヒハイム・ビッシンゲン市とは
どんなところ？

　

日
本
医
学
の
父
で
あ
り
、
草
津
温
泉
の
有
効
性
を
広
く
世
界
に
紹
介
し
た

『
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ
博
士
』
の
生
誕
の
地
で
あ
る
ビ
ー
テ
ィ
ヒ

ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
と
草
津
町
は
、
博
士
の
功
績
を
い
つ
ま
で
も
残

そ
う
と
、
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
草
津
町
の
姉
妹
都
市
第
１
号
と
し
て

の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

50
周
年
の
節
目
と
な
る
今
年
は
、
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン

市
か
ら
副
市
長
を
は
じ
め
13
名
の
方
々
が
来
町
さ
れ
、
６
月
17
日（
日
）西
の

河
原
公
園
に
あ
る
ベ
ル
ツ
博
士
の
記
念
碑
へ
の
献
花
、
姉
妹
都
市
締
結
50
周

年
記
念
式
典
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
問
団
一
行
は
、
同
郷
か
ら
遠
い
異
国
の
地
で
日
本
の
医
学
界
の
発
展
に

尽
力
し
た
ベ
ル
ツ
博
士
へ
の
思
い
を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
草
津
の
温
泉
文
化

を
体
験
し
、
充
実
し
た
滞
在
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

草
津
町
と
同
市
の
間
で
は
、
中
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
交
流
が
毎
年
実
施

さ
れ
、
５
年
ご
と
に
相
互
の
町
で
記
念
行
事
を
行
う
な
ど
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
記
念
式
典
で
は
、
黒
岩
町
長
と
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン

ゲ
ン
市
副
市
長
よ
り
一
層
の
交
流
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
両
都
市
の
人
々
の

出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
誓
い
を
交
わ
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
締
結

姉
妹
都
市
締
結
5050
周
年
記
念
式
典
が

周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

『ビールフェスタ in 草津温泉』『ビールフェスタ in 草津温泉』『ビールフェスタ in 草津温泉』
　

ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
訪
問
団

の
来
草
に
合
わ
せ
て
湯
畑
の
湯
畑
駐
車
場
に
お
い
て 

50
周
年
記
念
事
業
『
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ 

in 

草
津
温

泉
』
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
週
末

２
日
間
で
約
１
６
０
０

名
の
方
々
が
来
場
さ
れ

賑
わ
い
ま
し
た
。

『ビールフェスタ in 草津温泉』『ビールフェスタ in 草津温泉』『ビールフェスタ in 草津温泉』

ゆもみ体験
草津独自の温泉文化を
体験しました

ベルツ、スクリバ
両博士の胸像に献
花

かわいらしい住宅街

中学生のホームスティ
交流（2010）

ドイツ訪問団
　 草津滞在記
ドイツ訪問団
　 草津滞在記
ドイツ訪問団
　 草津滞在記
ドイツ訪問団
　 草津滞在記
ドイツ訪問団
　 草津滞在記
ドイツ訪問団
　 草津滞在記
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姉
妹
都
市
締
結
後
、
こ
れ
ま
で
に
私
た
ち
の
都
市
と
の
良
き
関
係
を
築
く

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
草
津
町
の
み
な
さ
ま
に
、
今
回
の
記
念
式
典
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

過
去
50
年
の
間
に
草
津
町
と
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
の

間
に
は
特
別
な
友
好
関
係
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
青
少
年
た
ち
が
お
互
い
の
文
化
を
肌
に
感
じ
て
体
験
で
き
る
よ
う

に
私
た
ち
は
、
は
る
ば
る
遠
方
ま
で
訪
ね
合
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
若
者
た
ち
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
庭
で
手
厚
く
も
て
な
さ
れ
、

家
族
ぐ
る
み
で
異
国
の
文
化
を
吸
収
し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
に
よ
っ
て
彼
ら
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
時
間
を
友

人
た
ち
と
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
両
都
市
が
国
際
交
流
を
積
み

重
ね
て
い
く
中
で
、
若
者
た
ち
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
る
際
に
は
別
れ
の

涙
が
流
さ
れ
る
と
い
う
場
面
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
喜
ん
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
出
会
い
を
将
来
的

に
も
促
進
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
私
は
、
私
の
名
に
お
い
て
、
そ
し
て
私
た
ち
市
民
の
名
に
お
い
て

草
津
町
と
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
の
姉
妹
都
市
関
係
を
存

続
さ
せ
た
い
と
い
う
意
思
を
表
明
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
記
念
を
祝
し
て
草
津
町
の
み
な

さ
ま
を
私
た
ち
の
町
へ
ご
招
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
長

ユ
ル
ゲ
ン
・
ケ
ッ
シ
ン
グ　

親
愛
な
る
草
津
町
の
み
な
さ
ま
へ

ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

両都市のさらなる友好
を深めるため調印する
草津町長とビーティヒ
ハイム・ビッシンゲン
市副市長

おそろいのハッピ
を身につけて全員
で草津音頭

博士の偉業を
しのび、ベル
ツ記念館を訪
問

元市役所職員シュタイン・ヴァントさん 地元新聞記者のパリッチュさん 通訳のゲルマンさん

草津の写真をたくさん撮りまし
た。ドイツに帰国したら、たく
さんの人に私の撮影した写真を
見せたいです。

初めて見る湯釜のエメラルドグリーンに
感激しました。ベルツ博士の見た景色と
同じものが見られて更に感動です。

美しい自然、独自の温泉文化な
ど草津の魅力を肌で感じること
ができました。

訪
問
団
の
み
な
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
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　湯畑広場西側に街なみ環境保全と湯畑広場周辺地域の活

性化を目的に整備される「御座之湯」の起工式及び地鎮祭

が執り行われました。

　この御座之湯の特徴は、草津の温泉文化である湯治を体

験できる施設として、また、湯畑広場西側から湯畑が一望で

きる新名称として、来年春にオープンする予定です。

　現在草津町では、この街なみ環境整備事業を活用し、電

線の地中化をはじめ、地域住民が主体となったまちづくり協

定や街なみ修景助成事業なども併せて行っており、温泉文化

を大切にした付加価値の高いまちづくりを推進しています。

〈現在の御座之湯予定地〉 〈完成後のイメージ〉

花
の
ゆ
り
か
ご

花
の
ゆ
り
か
ご

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

日　

時　

・
種
ま
き　

８
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　
　
　
　

・
鉢
上
げ　

９
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

会　

場　

群
馬
県
立
中
之
条
高
等
学
校

内　

容　

吾
妻
地
域
の
美
し
い
街
づ
く
り
・
環

境
整
備
を
推
進
す
る
た
め
中
之
条
高
等
学
校
の

生
徒
に
よ
り
種
ま
き
と
鉢
上
げ
の
講
習
会
を
開

催
し
、
育
苗
し
た
苗
を
参
加
者
に
持
ち
帰
っ
て

も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
植
栽
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

対　

象　

吾
妻
郡
に
お
住
ま
い
の
方

定　

員　

20
人

　
　
　
　
　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費　

用　

無
料

申
込
期
限　

７
月
31
日
（
火
）

申
し
込
み
方
法　

役
場
観
光
課
ま
た
は
中
之
条

土
木
事
務
所
企
画
調
査
係
に
て
申
込
用
紙
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
之
条
土
木
事
務
所
企
画
調
査
係

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
３
０
４
７

平成24年６月15日に平成24年６月15日に
草津温泉「御座之湯」起工式及び草津温泉「御座之湯」起工式及び

地鎮祭が執り行われました地鎮祭が執り行われました
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『あんしん電話対応状況現地視察』を行いました『あんしん電話対応状況現地視察』を行いました
★広げよう、地域に根ざした思いやり★★広げよう、地域に根ざした思いやり★

　草津町では65歳以上のひとり暮らし高齢者で緊急
を要する状態が心配される方に対して、各地区の民生
児童委員の協力のもと「あんしん電話」を設置してお
ります。
　これに関連して、去る６月18日に『あんしん電話対
応状況現地視察』として、コールセンターへの現地視
察を行いました。
　視察を通じて緊急通報サービスのしくみ、通報装置
の使用方法、健康・介護・医療などの相談もあんしん
電話を通じて可能であることや、装置を利用しやすく
する環境づくりのための「お伺いコール」という機能
を持ち合わせていることを学びました。
　今回の視察を、今後の地域の人々の見守り活動に活
かしていきます。

緊急通報機能がついた
『あんしん電話』

コールセンターでの研修
会に臨む委員たち

民生委員・児童委員からの活動報告

選手のみなさんおつかれさまでした

　５月20日（日）ぐんまアリーナにおいて第23回群馬県スポーツ少年

団空手道交流大会が開催され、約750名の選手が熱戦を繰り広げ、草

津町から10名の小中学生が参加し、次のとおり入賞を果たしました。

　これからも、更なる健闘・活躍を期待します。

小学１年男子組手の部

・敢闘賞（ベスト８）

　杉　山　大　樹

小学３年女子組手の部

・敢闘賞（ベスト８）

　大　野　羽愛斗

　今年で第36回目を迎えました、姉妹都市である葉山町との

親善交流バレーボール大会が平成24年６月９日・10日の２日

間に渡り行われました。

　この親善交流は毎年行われており、今年は葉山町より27名

の方が草津町へ来草し、好プレーが続出する中熱戦が繰り広

げられ、両町の交流を深めました。

群馬県スポーツ少年団 空手道交流大会開催群馬県スポーツ少年団 空手道交流大会開催

第36回 葉山町親善交流
バレーボール大会開催

みなさんの活躍をみなさんの活躍を
　　お伝えするページ　　お伝えするページトピトピッックスクス
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採
用
試
験
な
ど

　

平
成
24
年
度
実
施
草
津
町
職
員
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
要
領
に
従
い
申
し
込

ま
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

▽
試
験

　

教
養
試
験
と
資
格
免
許
職
を
実
施

【
教
養
試
験
（
高
校
卒
程
度
）】

・
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

・
職
務
内
容　

一
般
的
な
書
記
・
技

術
的
業
務
又
は
補
助
業
務
に
従
事

す
る

【
資
格
免
許
職
（
保
健
師
）】

・
採
用
予
定
人
数　

１
名

・
職
務
内
容　

保
健
事
業
一
般
・
保

健
師
業
務
に
従
事
す
る

▽
受
験
資
格

【
教
養
試
験
】

⑴
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

⑵
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
受
験
で
き
ま
せ
ん

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す

る
者

ア　

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

イ　

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

ウ　

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ

れ
に
加
入
し
た
者

【
資
格
免
許
職
】

⑴
保
健
師
資
格
（
見
込
み
含
む
）

⑵
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

⑶
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
受
験
で
き
ま
せ
ん

　

前
述
の
①
②
ア
イ
ウ
に
同
じ

▽
試
験
方
法

　

試
験
は
第
１
次
試
験
、
第
２
次
試

験
及
び
身
上
調
査
と
し
、
第
２
次
試

験
は
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し

て
行
い
ま
す
。

①
第
１
次
試
験

【
教
養
試
験
】

・
試
験
区
分　

教
養
試
験

　
　
　
　
　
　
（
高
校
卒
程
度
）

・
出
題
分
野　

社
会
、人
文
及
び
自
然

に
関
す
る
一
般
知
識
並
び
に
文
章

理
解
、
判
断
推
理
、
数
的
推
理
及

び
資
料
解
釈
に
関
す
る
一
般
知
能

【
資
格
免
許
職
】

・
試
験
区
分　

資
格
免
許
職
（
保
健

師
）

・
出
題
分
野　

地
域
看
護
学
、疫
学
、

保
健
統
計
（
情
報
処
理
を
含
む
）

及
び
保
健
福
祉
行
政
論

②
第
２
次
試
験

【
教
養
試
験
・
資
格
免
許
職
共
通
】

　

試
験
区
分
及
び
出
題
分
野

・
人
物
試
験　

個
別
面
談
等
を
行
い
、

主
と
し
て
人
物
に
つ
い
て
試
験
を

行
い
ま
す

・
作
文
試
験　

文
章
表
現
力
等
に
つ

い
て
試
験
を
行
い
ま
す

・
身
体
検
査（
健
康
診
断
）　

職
務
遂

行
に
必
要
な
健
康
度
を
有
す
る
か

の
検
査
を
行
い
ま
す
（
医
療
機
関

等
で
検
査
し
た
健
康
診
断
書
の
提

出
を
求
め
ま
す
）

③
身
上
調
査

　

受
験
資
格
の
有
無
及
び
申
込
書
記

載
事
項
の
真
否
等
に
つ
い
て
調
査
し

ま
す
。

▽
試
験
日
及
び
会
場

【
教
養
試
験
】

◎
第
１
次
試
験　

９
月
16
日（
日
）

・
受
付　

午
前
９
時
〜
９
時
45
分

・
説
明　

午
前
10
時
〜

・
試
験　

午
前
10
時
15
分
〜

・
会
場　

吾
妻
郡
文
化
会
館

　
（
中
之
条
町
西
中
之
条
１
３
５
）

◎
第
２
次
試
験

・
平
成
24
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

に
実
施
予
定
（
第
１
次
試
験
合
格

者
別
途
通
知
）

・
会
場　

草
津
町
役
場

　
（
草
津
町
草
津
28
番
地
）

【
資
格
免
許
職
】

◎
第
１
次
試
験　

９
月
16
日（
日
）

・
受
付　

午
後
０
時
30
分
〜
１
時

・
説
明　

午
後
１
時
15
分
〜

・
試
験　

午
後
１
時
30
分
〜

・
会
場　

吾
妻
郡
文
化
会
館

　
（
中
之
条
町
西
中
之
条
１
３
５
）

◎
第
２
次
試
験

・
平
成
24
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

予
定
（
第
１
次
試
験
合
格
者
別
途

通
知
）

▽
合
格
者
の
発
表

①
第
１
次
試
験
の
合
格
者
は
、
平
成

24
年
10
月
中
旬
ま
で
に
合
格
者
に

通
知
し
ま
す

②
最
終
合
格
者
の
発
表
は
平
成
24
年

11
月
中
旬
ま
で
に
合
格
者
に
通
知

し
ま
す

③
採
用
は
平
成
25
年
４
月
１
日
と
な

り
ま
す

▽
給
与

　

草
津
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
給
与
条
例
の
定
め
に
従
い
、
扶
養

手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
及
び

期
末
手
当
等
を
支
給
し
ま
す
。

▽
申
込
手
続
き
及
び
受
付
期
間

①
申
込
用
紙
の
交
付

⑴
申
込
用
紙
は
草
津
町
役
場
愛
町
部

総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

⑵
申
込
用
紙
を
郵
送
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申

込
用
紙
請
求
」【
教
養
試
験
】
又

は
【
資
格
免
許
職
】
と
朱
書
き
し

１
２
０
円
切
手
貼
付
の
Ａ
４
サ
イ

ズ
対
応
の
返
信
用
封
筒
に
送
付
先

を
明
記
し
た
も
の
を
必
ず
同
封
し

て
、
愛
町
部
総
務
課
ま
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

②
申
込
手
続

⑴
申
込
書
の
注
意
事
項
に
従
い
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
写
真
を
貼
付

し
、
愛
町
部
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

⑵
申
込
書
郵
送
の
場
合
は
、
簡
易
書

留
と
し
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ

い
。

③
申
込
受
付
期
間

⑴
８
月
１
日（
水
）か
ら
８
月
15
日

（
水
）ま
で
受
付

⑵
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
と
し
ま
す
。
但

し
土
曜
日
、日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

⑶
郵
送
申
し
込
み
の
場
合
は
、
８
月

15
日（
水
）必
着
と
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

職
員
採
用
試
験
係

　

℡  
８
８
・
０
０
０
１

お
ら
知

せ

草
津
町
職
員
採
用
試
験
に

つ
い
て
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県
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）
第

２
回
・
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

▽
試
験
日

・
第
１
次
試
験
日　

９
月
16
日（
日
）

・
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　

10
月
５
日（
金
）

・
第
２
次
試
験
日　

10
月
中
旬
〜
11

月
上
旬

・
最
終
合
格
発
表
日　

11
月
22
日

（
木
）

▽
受
験
資
格

⑴
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）
第
２

回
…
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

ア　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
ま
た

は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
で
あ
る

イ　

人
事
委
員
会
が
ア
に
掲
げ
る
人

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る

⑵
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）
…
昭

和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
⑴

の
ア
、
イ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
人

▽
採
用
予
定
日　

平
成
25
年
４
月
１

日（
月
）

・
出
願
期
間　

７
月
26
日（
木
）〜
８

月
10
日（
金
）

▽
出
願
方
法　

所
定
の
出
願
用
紙

※
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
等
受
付
シ
ス
テ

ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（h

ttp
s://

w
w
w
.e
-te
tsu
zu
k
i9
9
.co
m
/

eap
-p
j/gu
n
m
a/

）
か
ら
も
申
し

込
め
ま
す

▽
受
験
案
内
・
出
願
用
紙
配
布
場
所

　

県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
事

務
所
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、
県
内

警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
な
ど

▽
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w.pref.gunm

a.

　

jp
/saiyo

u
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
原
警
察
署　

警
務
課

　

℡  
８
２
・
０
１
１
０（
内
線
２
１
１
）

▽
日
時

　

平
成
24
年
７
月
29
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
参
加
資
格

　

16
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

▽
場
所　

中
之
条
町
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

大
会
議
室

▽
説
明
会
内
容

　

自
衛
隊
の
概
要
説
明
、
航
空
自
衛

隊
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
砕
氷
艦
「
し
ら

せ
」
が
持
ち
帰
っ
た
南
極
の
氷
で
の

飲
み
物
も
試
飲
し
ま
す

▽
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

　

℡  
０
２
７
８
・
２
３
・
４
１
１
１

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
若
年
者（
30
歳
未

満
）納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
故
が
発
生
す
る
と
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
へ
申
請
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
申
請
書
は
年
金
事
務
所
ま
た
は

市
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

平
成
24
年
７
月
か
ら
平
成
25
年
６
月

ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し

ま
す
。
ま
た
、
申
請
は
原
則
と
し
て

毎
年
度
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
７
月
に
申
請

す
る
場
合
は
、
平
成
23
年
７
月
か
ら

平
成
24
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
（
前

一
年
間
分
）
に
つ
い
て
も
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

７
月
に
前
一
年
分
の
免
除
等
も
申

請
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を
２
枚

提
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

℡  
８
８
・
７
１
９
２

　

８
月
１
日
か
ら
保
険
医
療
機
関
等

で
ご
提
示
い
た
だ
く
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
が
新
し
く
な
り

ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
の
色
は

「
茶
色
」
で
す
。
今
ま
で
の
被
保
険

者
証
は
８
月
以
降
ご
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
被
保
険
者

証
を
７
月
中
に
お
手
元
に
届
く
よ
う

に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

▽
被
保
険
者
証
裏
面
の
臓
器
提
供
意

思
表
示
欄
に
つ
い
て

　

臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
、国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
移

植
医
療
に
関
す
る
啓
発
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
群
馬
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て

も
平
成
23
年
度
か
ら
被
保
険
者
証
の

様
式
を
改
正
し
て
、
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
表
示
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
裏
面
の
臓
器
提
供
意

思
表
示
欄
に
記
入
を
す
る
こ
と
で
、

臓
器
を
提
供
す
る
か
、
し
な
い
か
の

意
思
を
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
意
思
表
示
し
た
内
容
に
つ
い
て

見
ら
れ
た
く
な
い
場
合
は
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
に
置
い
て
あ
り
ま
す

「
個
人
情
報
保
護
シ
ー
ル
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
へ

の
記
入
は
被
保
険
者
の
任
意
で
す
の

で
、
必
ず
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
短
期
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

通
常
、
被
保
険
者
証
の
更
新
期
間

は
１
年
間
で
す
が
、
保
険
料
の
滞
納

状
況
に
よ
り
通
常
よ
り
有
効
期
間
の

短
い
被
保
険
者
証
（
平
成
25
年
１
月

31
日
有
効
期
限
）
を
交
付
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
な
理
由
が
な
い
の

に
納
付
状
況
が
改
善
し
な
い
と
き
は
、

医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担
に
な

る
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

℡  
８
８
・
７
１
９
２

自
衛
官
募
集
案
内
に
関
す
る

説
明
会
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等

の
申
請
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
み
な
さ
ん
へ
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ま
た
は
、
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

　

℡  
０
２
７
・
２
５
６
・
７
１
２
５

　

土
地
、
建
物
や
会
社
等
の
登
記
事

項
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
方
は
、
自

宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
で
『
か
ん
た

ん
証
明
書
請
求
』
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
便
利
で
す
！

　

ご
利
用
時
間
が
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
９
時
ま
で
と
、
窓
口
よ
り
長

く
、
手
数
料
は
次
の
よ
う
に
登
記
所

の
窓
口
で
請
求
さ
れ
る
よ
り
も
断
然

お
得
で
、
ご
指
定
の
送
付
先
へ
郵
送

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　

℡  
０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
２
８

　

草
津
町
民
の
み
な
さ
ま
が
日
常
生

活
を
送
る
な
か
で
の
様
々
な
法
律
的

ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め
に
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
に
つ
い
て
は
要
予
約

制
で
す
。

▽
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
、借
金
・
多
重
債
務
、

遺
言
・
相
続
、
交
通
事
故
問
題
、
成

年
後
見
、
消
費
者
問
題
、
離
婚
問
題
、

借
地
・
借
家
、
相
隣
・
境
界
、
悪
質

商
法
ト
ラ
ブ
ル
、
労
働
問
題
ほ
か

▽
相
談
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
の
で
、

相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
相
談
内
容
や
質
問
内

容
を
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

・
相
談
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
相
談
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合

や
、
相
談
時
間
に
間
に
合
い
そ
う

に
な
い
場
合
に
は
必
ず
草
津
町
役

場
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

８
月
17
日（
金
）　

14
時
〜

17
時

▽
場
所　

草
津
町
役
場
４
階　

第
１

委
員
会
室
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

▽
相
談
時
間　

１
人
30
分

▽
予
約
方
法　

草
津
町
役
場
総
務
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

※
予
約
は
前
日
ま
で
受
付
し
ま
す
が
、

定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▽
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

℡  
８
８
・
０
０
０
１

　

群
馬
司
法
書
士
会
及
び
群
馬
青
年

司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
司
法
書
士

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

サ
ラ
金
か
ら
の
借
金
が
返
済
で
き

な
い
・
ヤ
ミ
金
に
手
を
出
し
て
し

ま
っ
た
・
知
人
に
貸
し
た
お
金
が

返
っ
て
こ
な
い
・
妻
や
子
ど
も
に
家

を
贈
与
し
た
い
・
親
が
亡
く
な
っ
た

が
相
続
手
続
の
進
め
方
が
わ
か
ら
な

い
・
親
が
認
知
症
に
な
っ
た
の
で
成

年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
…

等
々
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
震

災
に
関
連
し
た
ご
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
相
談
内
容
は

厳
守
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　

７
月
28
日（
土
）

　

10
時
〜
16
時

　

最
終
受
付
は
15
時
30
分
ま
で

▽
会
場　

長
野
原
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
（
吾
妻
郡
長
野
原
町
大
字
与

喜
屋
１
７
４
）

▽
相
談
方
法　

面
談
ま
た
は
電
話

　
（
い
ず
れ
も
予
約
不
要
）

▽
料
金　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

℡  
８
２
・
２
１
６
３（
石
下
事
務
所
）

※
当
日
相
談
用
電
話
番
号

①
０
９
０
・
３
２
４
６
・
８
２
６
７

②
０
９
０
・
２
７
３
２
・
６
１
１
７

　

借
金
返
済
に
行
き
詰
っ
て
い
る
相

談
者
（
債
務
整
理
の
前
後
は
問
わ
ず
）

に
対
し
、
家
計
の
再
構
築
方
法
等
の

指
導
、
助
言
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

相
談
者
が
再
び
多
重
債
務
に
陥
る
こ

と
を
防
ぎ
真
の
生
活
再
建
を
果
た
す

こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
23
日（
木
）

　

13
時
〜
17
時

▽
会
場　

中
之
条
町
文
化
会
館

▽
定
員　

８
人
（
予
約
制
）

▽
費
用　

無
料

▽
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
郡
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
１
１
６
６

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
写
真
の
編
集
操
作
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
講
習
及
び
16
ミ
リ

映
写
機
操
作
技
術
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

講
習
会
に
参
加
し
て
撮
影
し
た
写

真
を
編
集
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▽
主
催　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

▽
主
管　

吾
妻
郡
視
聴
覚
教
育
技
術

者
連
盟

▽
日
時　

８
月
２
日（
木
）・
３
日（
金
）

９
時
か
ら
16
時
30
分

▽
会　

場　

中
之
条
町
ツ
イ
ン
プ
ラ

ザ
学
習
セ
ン
タ
ー（
Ｏ
Ａ
学
習
室
）

▽
対
象
者　

郡
内
一
般
在
住
者
及
び

教
職
員
・
社
会
教
育
関
係
団
体
等

▽
定
員　

15
名

▽
参
加
費　

無
料

▽
内
容　

①
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
デ

法
律
問
題
で
お
困
り
の
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

草
津
町
無
料
法
律
相
談
会

の
お
知
ら
せ【
要
予
約
制
】

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

司
法
書
士
法
律
相
談
会
開

催
【
予
約
不
要
】

平
成
24
年
度　

視
聴
覚
機

材
操
作
講
習
会

〜
子
ど
も
会
な
ど
で
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

の
上
映
会
を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

 

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
の
建
て
直
し
相
談
会

【
要
予
約
制
】

【
例
】 土
地
・
建
物
・
会
社
の
登
記

事
項
証
明
書

◎
窓
口
ま
た
は
郵
送
請
求
の
場
合

１
通　

７
０
０
円

　
　
　

↓

か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
の
場
合

１
通　

５
７
０
円（
郵
送
料
含
む
）

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
『
か
ん
た
ん

証
明
書
請
求
』
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！
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ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
操
作
及
び
編
集　

②
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
講
習　

③
昔
の
映
画

を
上
映
し
よ
う
！
16
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
講
習

※
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
を
受
講

さ
れ
ま
す
と
16
ミ
リ
映
写
機
操
作

技
術
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
期
限

　

７
月
20
日（
金
）

▽
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合 

事
務
局　

担
当
：
富
澤

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
４
７
０
０

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡  
０
２
７
・
２
３
０
・
１
０
８
５

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
佐
渡
の
島

影
や
日
本
海
の
美
し
い
夕
日
も
眺
め

ら
れ
る
「
寺
泊
」。
吾
妻
郡
海
の
家

で
は
、
今
年
の
夏
も
一
般
の
方
に
開

放
い
た
し
ま
す
。

『
吾
妻
郡
海
の
家
』
利
用
日
程

《
一
般
利
用
》

▽
利
用
資
格

　

吾
妻
郡
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

▽
利
用
期
間

８
月
１
日（
水
）〜
８
月
13
日（
月
）

の
宿
泊
ま
で

▽
利
用
料
金

　

部
屋
代　

５
，
０
０
０
円

　
（
１
室
10
畳
）

▽
食
事
代　
（
夕
朝
セ
ッ
ト
）
２
，

０
０
０
円
（
一
人
）

▽
申
込
方
法　

７
月
２
日（
月
）か
ら

７
月
19
日（
木
）ま
で
（
※
土
日
、

祝
祭
日
を
除
く
）

『
吾
妻
広
域
圏
事
務
局
』
電
話
受

付（
先
着
順
）

※
８
時
30
分
〜
17
時

※
７
月
20
日
（
金
）
正
午
〜
現
地

『
吾
妻
郡
海
の
家
』
電
話
受
付　

※
８
時
〜
20
時

▽
問
い
合
わ
せ
先

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

事
務
局

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
４
７
０
０

　

ま
た
は
吾
妻
郡
海
の
家

　
（
長
岡
市
寺
泊
金
山
）

　

℡  
０
２
５
８
・
７
５
・
４
７
３
３

　

毎
年
、
本
大
会
で
は
中
学
生
が
幅

広
い
視
点
に
立
っ
て
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
、
す
ば
ら
し
い
発
表
を
行
っ

て
い
ま
す
。
発
表
は
郡
内
各
中
学
校

の
予
選
会
で
選
ば
れ
た
代
表
14
名
に

よ
る
も
の
で
、
社
会
や
世
界
に
む
け

て
の
意
見
か
ら
、
家
庭
、
学
校
生
活
、

社
会
や
友
達
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

様
々
な
内
容
が
表
現
豊
か
に
発
表
さ

れ
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
青
少
年
健
全
育
成

活
動
の
一
層
の
充
実
と
促
進
を
は
か

る
た
め
、
多
く
の
方
々
に
中
学
生
の

発
表
を
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
20
日（
月
）

　

13
時
〜
16
時
30
分

▽
会
場　

東
吾
妻
町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

▽
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み

　

吾
妻
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
係

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
３
３
７
０

８
月
３
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
入
場
は
無
料
で
す
）

　

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

▽
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地

域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社

会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
協

力
し
よ
う

▽
重
点
事
項

・
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
理
解
促
進

・
就
労
・
住
居
な
ど
の
生
活
基
盤
づ

く
り
に
繋
が
る
取
り
組
み
の
推
進

▽
運
動
期
間

　

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
草
津
町

実
施
委
員
会
（
福
祉
課
及
び
草
津

町
社
会
福
祉
協
議
会
）

福
祉
課　

℡  
８
８
・
７
１
８
９

社
会
福
祉
協
議
会

℡  
８
８
・
１
０
５
０

 

そ
の
他
情
報

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

吾
妻
郡
海
の
家

一
般
開
放
の
お
知
ら
せ

少
年
の
主
張

吾
妻
地
区
大
会
の
お
知
ら
せ

爆笑バトルライブ in 渋川
出演予定：Ｕ字工事、スギちゃん、AMEMIYA、
　ヒロシ、三拍子、インスタントジョンソン
※都合により出演者が一部変更になる場合があります。

８月５日（日）
①12:00開演　②15:00開演

全席指定　3,000円（当日券500円増）

発売中
◆問い合わせ先：渋川市民会館 ☎0279･24･2261

第
62
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

いでゆ　第571号9



長野原警察署 ℡  .82－0110

　草津町では放射線測定器を用いて、役場庁舎前で空間放射線測定を週１回のペースで実施しています。

測定場所：草津町役場庁舎前　地上50cm（北緯36°37′15″　東経138°35′45″）
測定機器：シンチレーション式環境放射線モニター　Mr.Gamma　A2700型
※測定値の単位は、「マイクロシーベルト毎時（μSv/h）」です。

測定月日 測　定　値 天　候 測  定  時  刻

６月４日 0.094 晴　れ 午前８時50分

６月11日 0.131 くもり 午前９時45分

６月18日 0.095 晴　れ 午前９時00分

６月25日 0.088 霧 午前８時40分

７月２日 0.087 くもり 午前８時50分

測定結果 マイクロシーベルト毎時

覚醒剤などの薬物乱用はいけません！覚醒剤などの薬物乱用はいけません！

長野原警察署からのお知らせ長野原警察署からのお知らせ
ワンポイント  アドバイスおまわりさんの

　夏の観光シーズンを迎え、今年も多くの観光客が草津町を訪れる

ものと思いますが、例年この時期多くの交通事故が発生しており、

特に湯畑周辺では毎年必ず、歩行者と車両が接触する交通事故が発

生しています。

夏の観光シーズン・交通事故防止のために次のことをお願いします。

①運転する時は観光に来ている歩行者等の動静に十分注意しましょう。
②歩くときは、必ず歩道を通行し、歩道がない場所ではなるべく道の右側を一列で通行しましょう。
③道に迷っている観光客を見かけたときは、親切に教えるなどお互いに注意しましょう。

振り込め詐欺にだまされたふり
3 3

作戦にご協力ください。

★「風邪をひいて声がかれているんだ。

★「携帯電話が壊れたので、電話番号が変わったんだ」

★「今すぐお金を振り込んでほしい」……。

　そんな電話がかかってきたら、騙されたふり
3 3

をして
　犯人をおびき出してください。その後はすぐに警察へ通報を！

あなたの「だまされたふり作戦」が犯人検挙につながります！

薬物を誘われたらはっきり断る！
甘い誘いには絶対にのらないで‼ 

　相手の立場に立った優し
い運転や行動を、地元の皆さ
んに率先して心がけていた
だきますようお願いします。

※現在の放射線量は、基準値以内で健康に影響を与えるレベルではありません。
※参考：国際基準　0.23マイクロシーベルト毎時（μSv/h）
　　　　年間１ミリシーベルト以下（1,000マイクロシーベルト ＝ １ミリシーベルト）
※ あおぞら保育園・小学校・中学校についても、現在の放射線量は健康に影響を与えるレベルではありません。

草津町における空間放射線量測定結果について（最新）草津町における空間放射線量測定結果について（最新）

　「合法ハーブ」「お香」「アロマ」と称
する薬物がインターネット上などで
販売されていますので要注意です。

いでゆ　第571号 10



草津町顧問弁護士　樋口和彦先生（法律事務所コスモス）
による法律基本知識コーナー 相続法の基本知識　その３
１ 　前回は、誰が相続人となるかをお話しました。そこで、
今回は、どれだけ相続するか、相続する割合（これを
「相続分」と言います。）について説明します。
　まず、相続人が一人のときは、言うまでもありませんが、
その人が全部を相続します。

２ 　相続人が同順位で数人いる場合、例えば子ども数人
とか兄弟数人とかの場合は、皆平等で分けます。ただし、
例外が２つあります。

　１つは、子どもの中に、法律上結婚していない男女の
間に生まれた子（「非嫡出子」と言います。）がいるときは、
その子は嫡出子の２分の１とされます。例えば、嫡出子
がＡとＢ、非嫡出子がＣ、他に相続人がいないときは、
ＡとＢはそれぞれ５分の２、Ｃは５分の１を相続します。
　もっとも、嫡出かどうかは、その子にとって何の責任

もないことで、非嫡出子であることを理由に不利益を課
して良いかは相当問題です。最高裁判所はこれを憲法の
平等原則に反しないとしましたが、それでも反対論は鳴
りやまず、最近もある高等裁判所がこれは憲法に反する
という判断をしています。近い将来、最高裁判所が態度
を改めるかもしれません。
　例外の２つ目は、兄弟の中に、父母を共通とする子と
父母の一方のみを共通とする子がいる場合は、前者は後
者の２分の１となります。例えば、Ｘ・Ｙ間の子がＡ、Ｂ、
Ｃで、Ｘ・Ｚ間の子がＤとして、Ａが死亡した場合、そ
して他に相続人がいない場合、ＢとＣはそれぞれ５分の２、
Ｄは５分の１を相続します。

３ 　配偶者とその他の人が相続人となるときについては、
次回に説明させていただきます。

 申請場所  ：草津町役場住民課　　 必要な物  ：印鑑
 そ の 他  ： 住所・氏名・電話番号を申請書にご記入いただきます。配布数には限りが

ありますのでご了承ください。

①こう傷事故等があれば加害犬と疑わ
れます。

②交通事故により負傷する恐れがあり
ます。

③野良犬に交じって凶暴化します。
④他の犬から病気の感染を受けること
があります。

飼い主にも飼い犬にも不幸な結果を招
いてしまいます。

第９条　 飼い犬は、常時係留しておかなければなりません。（昼夜を問わずつないで飼育する。）

第21条　 第９条第１項の規定に違反して飼い犬を係留しなかった者（所有者以外の者が占有している場

合にはその者とする。）には５万円以下の罰金が科せられることがあります。

群馬県動物の愛護及び管理に関する条例

犬の放し飼いによって…

『やめよう放し飼い！・フンの後始末を！』『やめよう放し飼い！・フンの後始末を！』『やめよう放し飼い！・フンの後始末を！』『やめよう放し飼い！・フンの後始末を！』『やめよう放し飼い！・フンの後始末を！』『やめよう放し飼い！・フンの後始末を！』
の看板を希望者に配布します‼

草津町愛犬組合 及び 住民課よりお知らせ

犬のフンでお困りの方に、告知看板を配布いたします。
ご希望の方は下記のとおり申請手続きを行ってください。

犬の放し飼い！犬の放し飼い！犬の放し飼い！

農作物を荒らしたり
人を追いかけたり

騒音の原因に

犬の放し飼い！犬の放し飼い！犬の放し飼い！STOPSTOPSTOPSTOP
夜になると飼い犬を放す人が見受けられます。
放たれた犬が徘徊することで周りの飼い犬が鳴き出し騒音の原因にもなります。
また、人を追いかけたり、農作物を荒らしたり、苦情や事故の原因になります。
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こんにちは、図書館ですこんにちは、図書館です
草津を知る・シリーズ⑥

白根神社と白根神社祭白根神社と白根神社祭

草津に住んでいるけれど、草津に住んでいるけれど、
　　　　意外と知らない草津のこと。　　　　意外と知らない草津のこと。

草津について改めて草津について改めて
　　　　知識を深めてみませんか？　　　　知識を深めてみませんか？

草津町立図書館所蔵の資料から草津町立図書館所蔵の資料から
　　　　司書が町の歴史をひもといていきます。　　　　司書が町の歴史をひもといていきます。

白
根
神
社
と
白
根
神
社
祭

　

毎
年
７
月
17
日
と
18
日
は
白
根
神

社
の
お
祭
り
で
す
。
各
地
区
か
ら
お

神
輿
が
出
て
、
に
ぎ
や
か
に
町
内
を

練
り
歩
き
ま
す
。
草
津
が
熱
気
に
包

ま
れ
る
２
日
間
で
す
。こ
の
お
祭
り
が

終
わ
る
と
、草
津
に
も
本
格
的
な
夏

が
や
っ
て
く
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
お
祭
り
の
始
ま

り
と
白
根
神
社
に
つ
い
て
、
歴
史
の

森
を
探
索
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
以
前
か
ら
あ
っ
た
？

白
根
神
社

　

白
根
神
社
は
『
草
津
温
泉
誌
』
第

壱
巻
、
口
絵
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る

江
戸
時
代
の
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
絵
図
は
文
化
９
（
１
８

１
２
）
年
の
も
の
で
す
が
、
神
社
の

建
物
が
し
っ
か
り
と
描
か
れ
て
い
る

の
で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
か
ら

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
江

戸
時
代
の
白
根
神
社
は
現
在
の
運
動

茶
屋
に
あ
り
ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
運
動
茶
屋
と
い
う

名
前
の
由
来
は
こ
う
で
す
。「
浴
客

達
は
永
い
温
浴
で
あ
き
る
た
め
、
つ

れ
づ
れ
の
慰
み
に
運
動
が
て
ら
散
歩

に
来
て
、
浅
間
の
雄
大
な
景
色
に
接

し
（
略
）
常
夜
燈
の
あ
る
と
こ
ろ
に

茶
店
が
あ
り
、
湯
茶
の
接
待
を
し
た

老
婆
が
大
正
中
頃
ま
で
い
た
の
を
記

憶
し
て
い
る
」（
中
沢
蔀
『
草
津
の

神
社
仏
閣
』
１
９
８
５
，
Ｐ
．65
）。

運
動
が
て
ら
や
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に

茶
店
（
屋
）
が
あ
っ
た
か
ら
そ
う
名

付
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

白
根
神
社
は
日
本
武
尊
（
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
）
を
祀
っ
て
い
ま

す
。
日
本
武
尊
は
草
津
を
発
見
し
た

と
い
う
伝
説
も
あ
っ
て
、
吾
妻
郡
の

「
あ
が
つ
ま
」
や
嬬
恋
村
の
「
つ
ま

ご
い
」
と
い
う
地
名
も
日
本
武
尊
の

伝
説
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
の
草
津
に
は
、

「
白
根
明
神
」
と
「
小
白
根
明
神
」

が
あ
り
ま
し
た
。「
白
根
明
神
」
は

草
津
の
入
口
（
運
動
茶
屋
）
に
あ
っ

た
白
根
神
社
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
は

白
根
山
や
浅
間
山
、
榛
名
山
と
言
っ

た
霊
山
が
眺
め
ら
れ
た
た
め
、
多
く

の
人
が
神
社
に
お
参
り
し
、
山
々
を

眺
め
（
山
々
に
祈
り
）
草
津
に
入
っ

て
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
草
津
か
ら

旅
立
つ
時
も
こ
こ
を
参
拝
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
で
言
う
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
現
在
、

こ
こ
に
あ
る
神
社
は
「
皇
大
神
宮
」

で
す
。
明
治
の
初
め
ご
ろ
に
光
泉
寺

か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
48
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（
１
９
７
３
）
年
に
再
築
さ
れ
て
い

ま
す
（
中
沢
蔀
『
草
津
の
神
社
仏
閣
』

１
９
８
５
，
Ｐ
．65
）。

　

白
根
神
社
は
明
治
６（
１
８
７
３
）

年
、
郷
社
（
吾
妻
郡
全
般
の
社
）
に

な
り
、
現
在
の
囲
山
公
園
の
場
所
に

移
り
、
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に

は
拝
殿
を
増
設
し
て
い
ま
す
。

本
白
根
に
あ
っ
た
奥
宮

　
「
小
白
根
明
神
」
は
白
根
山
頂
に

あ
る
奥
宮
の
事
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
も
白
根
山
に
奥
宮
は
あ
り

ま
す
（『
草
津
温
泉
の
文
化
財
』
Ｐ
．

35
）。た
だ
、萩
原
進
『
草
津
温
泉
史
』

Ｐ
．96
に
は
「
子
（
小
）
白
根
明
神

は
お
そ
ら
く
元
（
本
）
白
根
の
頂
上

に
あ
る
奥
宮
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
」

と
書
か
れ
、
ほ
か
に
も
「
元
白
根
山

は
草
津
町
大
字
前
口
に
属
し
頂
上
に

周
囲
二
十
余
丁
の
す
り
鉢
形
の
古
噴

抗
（
注
：
火
口
）
が
あ
り
、
こ
の
噴

抗
の
西
北
の
岩
岳
に
石
の
祠
あ
り
、

こ
れ
白
根
神
社
と
号
す
る
な
り
、
古

来
前
口
村
民
は
旧
暦
５
月
８
日
を
祭

日
な
し
、
春
作
付
と
言
っ
て
農
作
物

を
播
き
付
け
終
り
て
酒
を
携
え
登
山

し
（
略
）
神
社
の
御
柱
替
え
を
成
し

神
酒
を
さ
さ
げ
て
後
酒
を
飲
ん
で
下

山
す
る
」（
佐
藤
曾
平
『
草
津
町
史
』

１
９
３
８　

Ｐ
．１
２
３
）
と
あ
り
、

こ
の
奥
宮
は
も
と
も
と
本
白
根
の
山

頂
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
白
根
に
あ
っ
た
小
白
根

明
神
が
前
口
地
区
の
住
民
の
信
仰
を

集
め
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

　

中
沢
蔀
の
『
草
津
の
神
社
仏
閣
』

（
１
９
８
５
）
に
は
「
大
正
時
代
の

絵
は
が
き
に
は
湯
釜
と
水
釜
の
中
間

に
木
造
の
社
が
あ
り
、
昭
和
７
年
の

大
噴
火
と
続
く
数
回
の
噴
火
で
場
所

が
外
輪
山
の
突
端
に
遷
移
し
て
石
宮

に
な
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
に
有
志

が
奥
宮
を
石
宮
に
し
た
こ
と
が
『
草

津
町
史
』（
佐
藤
曾
平
１
９
３
８
，Ｐ
．

１
２
３
）に
も
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
石
宮
に
な
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

小
白
根
明
神
（
奥
宮
）
は
何
度
か

場
所
を
変
え
現
在
地
に
鎮
座
し
た
よ

う
で
す
。
昭
和
50
年
に
は
白
根
山
の

奥
宮
を
再
興
し
よ
う
と
い
う
記
事
が

草
津
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

（
草
津
新
聞
社
『
星
霜
20
年　

下
巻
』

１
９
７
７
，
Ｐ
．１
３
８
）。

白
根
神
社
の
祭
典

　

白
根
神
社
の
祭
典
が
い
つ
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
白
根
神
社
が
運
動
茶
屋
に

あ
っ
た
頃
は
５
月
18
日
に
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
現
在
の
場

所
に
移
っ
た
明
治
６
（
１
８
７
３
）

年
以
降
か
ら
、
７
月
18
日
と
定
め
た

よ
う
で
す
。
た
だ
、
明
治
24
（
１
８

９
１
）
年
に
は
、
昔
に
戻
し
て
５
月

18
日
に
お
祭
り
を
行
っ
た
こ
と
が
記

録
に
あ
り
ま
す
。（
佐
藤
曾
平
『
草

津
町
史
』
１
９
３
８
，Ｐ
．１
３
０
）。

ま
た
、
大
正
５
（
１
９
１
６
）
年
か

ら
終
戦
の
頃
ま
で
２
月
23
日
に
も
お

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（
高
原

力
三
『
我
ら
の
教
育
誌
』１
９
７
１
，

Ｐ
．85　

中
澤
蔀
『
草
津
風
土
記
』

１
９
８
８
，
Ｐ
．73
）。

　

で
は
、
ど
ん
な
お
祭
り
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
、
２
月
の

「
冬
の
お
祭
り
」
に
つ
い
て
は
記
録

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
の

お
祭
り
の
原
形
と
も
思
え
る
記
述
が

い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、「
昔
よ
り
草
津
の
大
祭

典
と
し
て
７
月
17
日
に
は
近
郷
の
農

民
も
田
畑
の
仕
事
を
休
み
て
参
詣
に

集
ま
り
仮
装
行
列
そ
の
他
の
諸
種
の

余
興
も
あ
り
、
こ
と
に
浴
客
の
雑
踏

せ
る
季
節
で
あ
る
か
ら
実
に
賑
や
か

で
あ
る
」（
佐
藤
曾
平
『
草
津
町
史
』

１
９
３
８
，
Ｐ
．１
２
４
）。
こ
の
記

述
は
い
つ
の
時
代
か
は
書
か
れ
て
い

ま
せ
ん
が
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
頃

と
思
わ
れ
ま
す
。
中
沢
蔀
の
『
歩
み

き
っ
た
人
々
』（
１
９
８
８
，
Ｐ
．

24
）
に
は
、
お
神
輿
が
町
に
は
じ
め

て
き
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

少
し
長
い
で
す
が
引
用
し
ま
す
。

　
「
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
と
思

う
が
神
社
祭
典
に
東
京
日
暮
里
の
大

川
角
造
氏
が
お
み
こ
し
を
寄
贈
さ
れ

た
（
注
：
大
川
角
造
氏
は
湯
の
花
を

全
国
に
売
り
出
し
成
功
し
た
人
。
現

在
の
草
津
に
は
大
川
氏
の
子
孫
や
関

係
者
は
い
ま
せ
ん
）。
神
官
の
浦
野

氏
は
「
神
は
お
み
こ
し
に
乗
っ
て
、

氏
子
の
地
域
を
あ
ま
ね
く
巡
っ
て
無

事
息
災
を
授
け
る
の
だ
か
ら
、
静
づ

静
づ
と
厳
か
に
行
列
を
な
し
神
官
は

神
を
先
導
す
る
の
で
、
私
は
歩
け
な

い
の
で
乗
り
物
で
お
み
こ
し
前
を
行

く
」
と
言
い
だ
し
た
が
、
さ
て
乗
り

も
の
は
何
に
す
る
か
で
協
議
し
た
結

果
、
人
力
車
が
あ
っ
て
修
理
し
て
使

う
こ
と
に
決
め
た
。
静
づ
静
づ
に
厳

か
に
な
る
と
若
い
者
は
承
知
し
な
い
、

ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
声
だ

け
出
し
て
、
も
む
こ
と
を
禁
止
す
る

こ
と
で
了
解
が
つ
い
た
。
先
導
案
内

の
天
狗
は
市
川
藤
雄
さ
ん
が
初
代
と

な
っ
た
。（
略
）
白
根
神
社
の
祭
り

に
は
大
東
館
、
一
井
、
大
阪
屋
、
望

雲
館
、
日
新
館
等
の
庭
に
は
の
ぼ
り

が
ゆ
っ
た
り
と
風
に
ゆ
ら
め
い
て
、

滝
下
よ
り
の
神
社
入
口
に
鳥
居
が

あ
っ
て
幟
を
た
て
て
あ
り
、
境
内
に

は
四
本
の
幟
が
緑
木
を
バ
ッ
ク
に
白

く
浮
い
て
、
そ
よ
風
に
は
た
め
い
て

い
た
（
後
略
）」

　

白
根
神
社
や
お
祭
り
に
関
し
て
、

ご
く
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
。
図
書

館
の
様
々
な
資
料
を
使
っ
て
も
っ
と

深
く
調
べ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

お
祭
り
は
、
短
い
夏
を
草
津
の
人

た
ち
が
楽
し
む
た
め
の
も
の
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
お
祭
り
の
歴
史

や
町
民
の
関
わ
り
方
、
今
の
よ
う
に

区
ご
と
の
お
神
輿
が
出
た
の
は
い
つ

ご
ろ
な
の
か
、
ま
だ
ま
だ
調
べ
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
情
報
提

供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

草
津
町
立
図
書
館

中
沢
孝
之

＊ 

図
書
館
で
は
文
中
で
紹
介

し
た
資
料
を
読
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
意
外
な
発
見

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
図
書
館
は
ど
な
た
で

も
利
用
で
き
る
町
の
施
設

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

℡  
８
８
・
７
１
９
０
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あおぞら保育園あおぞら保育園あおぞら保育園あおぞら保育園
誌上体験！探訪誌上体験！探訪

　暑かったり、肌寒かったりで衣類の調整が難しい初夏の草津ですが、
保育園では汗をかきながら遊んでいる子どもたちがたくさんいます。

　この時期に薄着の習慣を身につけるといいですね。
　遊びの中に友だちと過ごす楽しさや、興味のあることに向かっていくたくましさなど、

誌面を通じて子どものもつ前向きさを感じていただければと思います。

保育者に見守られながら、できるかな？
ということにチャレンジ。
危ないことは自分で判断します。

梅雨の時期に台風が来た翌日は、台風一
過の青空のもと、楽しい泥んこ遊びが始
まりました。

　保育園には１年間にたくさんの人が訪れ、子どもたちと触れ合　保育園には１年間にたくさんの人が訪れ、子どもたちと触れ合
います。います。
　この他にも群馬県サッカー協会の訪問や、草津音楽アカデミー　この他にも群馬県サッカー協会の訪問や、草津音楽アカデミー
＆フェスティバルのボランティアコンサートなどもあります。＆フェスティバルのボランティアコンサートなどもあります。

いろいろなことに真剣に挑戦する年
の大きな子と、その様子を見ている
年の小さな子。

帰りは小さい子の手を引いて。とても面倒
見のよいお兄さん・お姉さんです。

「ふ～、ふ～」みんなシャボン玉遊びに夢中です。
シャボン液を飲み込む心配のない形のもので遊び
ます。

７月の
行事予定

６日 七夕会 七夕飾りにつける短冊へ、お願いごとを書きます。
みんなが作った七夕の笹飾りは、きっとお家の窓に飾られることでしょう。

２日・９日 英会話教室 年長組の英会話教室
小・中学校でお馴染みのジョージ先生が教えに来てくれます。

26日 お誕生会 お誕生日を迎えるお友だちのお祝いをします。

西の河原公園へのお散歩にて

思い思いのシャボン玉遊び
台風一過の泥んこ遊び

保育園には、いろいろな人たちがやってきます。

中学生のお兄さん、
お姉さんのボラン
ティア

高校生の
職場体験

大学生や専門学
校生の保育実習

草津町栄養士が「パクパク
ルーム」というお話会の中
で、栄養や食事について
保護者のみなさんにお話
しします。

草津あおぞら
保育園

ジョージ先生の
英会話教室
 夏・冬休みを
 除く毎週１回

♥ 今月の い・い・笑・顔！ ♥

登ったり、滑ったり、登ったり…。登ったり、滑ったり、登ったり…。
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×群馬県青少年健全育成条例では、青少年の深夜はいかい等について次のことが禁止されています。

子どもたちの安心・安全を守るため
　　　　　　　　積極的にあいさつ・声かけをしよう
◆フィルタリングを推進し、子どもたちに健全なネット環境を整備しよう
◆地域・家庭で子どもたちを見守り、犯罪と非行のない夏休みにしよう

平成24年度
夏の青少年健全育成運動

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

少年補導総数

平成23年

深夜はいかい
喫煙

35000

30000

25000

30000

15000

10000

 5000

0

平成２４年７月１５日（日）～平成２４年８月３１日（金）

７月号 幼
子
を
肩
車
に
し
若
き
父
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
神
輿
に
続
く

中　

澤　

雅　

子

白
根
神
社
の
夏
祭
。
微
笑
ま
し
い
親
子
の
姿
が
旅
館
の
前
を
通
り

過
ぎ
ま
す
。
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お誕生おめでとう　※敬称略

地　区 氏　名 保護者

文　京 小
お

田
だ

絆
はん

菜
な 幸四郎

和　美

立　町 宮
みや

嵜
ざき

十
と

和
わ 順　平

美代子

科
日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

７月15日（日）
東吾妻町

吾妻脳外循環科
（68）5211

長野原町
櫻井医院

（82）3999

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

７月16日（月）
海の日

東吾妻町
東吾妻町診療所
（59）3010

草津町
草津こまくさ病院
（88）4321

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

７月22日（日）
中之条町
田島病院

（75）3350

長野原町
長野原診療所
（85）2259

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

７月29日（日）
中之条町
四万診療所
（64）2136

嬬恋村
桜井クリニック
（97）3800

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

※専門外の疾患の場合は対応しかねることもあります。

✚７月当番医予定表

お悔やみ申し上げます　※敬称略

地　区 氏　　名 享年

立　町 中
なか

沢
ざわ

　コ
こ

ウ
う

76

馬　場 青
あお

木
き

　和
かず

洋
ひろ

52

南本町 中
なか

嶋
じま

まさ子
こ

67

前　口 渡
わた

辺
なべ

　剛
たけ

夫
お

79

泉　水 中
なか

澤
ざわ

　保
やす

夫
お

58

東殿塚 中
なか

沢
ざわ

　より 99

東殿塚 山
やま

田
だ

　やす 88

前　口 水
みず

出
いで

フ
ふ

ジ
じ

子
こ

75

掲載を希望されない方は届け出の際お申し出ください。

本誌・我が家のアイドルコーナーに登場してくれ

る４歳未満のお子さんを募集しています。写真裏

面に保護者の方とお子さんのお名前・年齢・続柄

を明記してください。

問い合わせ先：草津町役場総務課 tel.88-0001

24時間健康テレホンサービス

群馬県保険医協会では、
「24時間健康テレホンサービス」を

実施しています。
電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プ
ロ
グ
ラ
ム

７
月
（
１
日
か
ら
31
日
）

月
曜
／
ポ
リ
ー
プ
と
胃

火
曜
／
肝
臓
に
関
す
る
検
査
の
い
ろ
い
ろ

水
曜
／
歯
が
抜
け
た
ま
ま
だ
と
ど
う
な
る
の

木
曜
／
ブ
リ
ッ
ジ
の
お
手
入
れ
法

金
曜
／
小
児
の
生
活
習
慣
病

土
・
日
曜
／
小
児
の
事
故「
水
に
溺
れ
た
と
き
」

☆
直
接
相
談
タ
イ
ム
（
医
師
対
応
）

５
日
（
小
児
科
・
外
科
）

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
ま
で

※ 

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
お
名
前
と
電
話
番
号

を
お
伺
い
し
ま
す
。

・固定資産税、都市計画税　２期

・国民健康保険税　　　　　１期

納期限　平成24年７月31日（火）

今月の納税
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13（金）広報「いでゆ」７月号発行日 ８月
１（水）温泉感謝祭　２日まで

14（土）
草津本白根山・山ガール♥パワースポットハイキング
（○問 草津観光公社　TEL.88－8111）
キャンドルライトアップ「夢の灯り」　15日まで
（○問 草津温泉旅館協同組合　TEL.88－3722）

２（木）

３（金）

15（日） ４（土）キャンドルライトアップ「夢の灯り」　５日まで（○問 草津温泉旅館協同組合　TEL.88－3722）

16（月）海の日 ５（日）ファミリーで過ごす夏の休日プラン（○問 草津観光公社　TEL.88－8111）

17（火）白根神社祭礼（白根神社氏子総代　TEL.88－4818）ベビールーム（10：00～　保健センター） ６（月）

18（水）１歳６カ月健診（13：30～　保健センター） ７（火）子宮・乳がん検診（13：30～　保健センター）ベビールーム（10：00～　保健センター）

19（木）
８（水）

予防接種〈麻しん風しん・乳児BCG〉
（13：30～　保健センター）
夏休みお楽しみ昆虫採集
（○問 草津温泉観光協会　TEL.88－0800）

20（金）
胃・大腸がん検診（６：00～　保健センター）
子宮・乳がん検診（13：30～　保健センター）
小・中学校　１学期終業式 ９（木）

21（土）
おはなし会（11：00～　図書館）
本白根山ノルディックウォークコマクサハイキング
（○問 草津国際スキー場　TEL.88－8111）

10（金）広報「いでゆ」８月号発行日

22（日）本白根コマクサハイキング（○問 自然公園財団草津支部　TEL.88－6645）

23（月）草津中学校生徒による廃品回収小学校５年生臨海学校　25日まで

24（火）育児支援教室「すまいる」（９：30～　保健センター）

25（水）
人権相談・行政相談
（10：30～14：30　役場４階第１委員会室）
予防接種〈子宮頸がん・麻しん風しん〉
（13：30～　保健センター）

26（木）
胃・大腸がん検診
（６：00～　保健センター）
第44回草津町民海水浴（葉山町）　28日まで

27（金）胃・大腸がん検診（６：00～　保健センター）

28（土）ファミリーで過ごす夏の休日プラン（○問 草津観光公社　TEL.88－8111）

29（日）本白根コマクサハイキング（○問 自然公園財団草津支部　TEL.88－6645）

30（月）幼児個別相談（13：30～　保健センター）

31（火）
乳児相談
（10：00～　保健センター）
姉妹都市締結20周年記念
チェコ共和国　カルロビ・ヴァリ市来草　８月３日まで

平成24年７月13日 発行
編集発行:草津町役場総務課 〒377-1792　群馬県吾妻郡草津町草津28番地
 Tel.0279－88－0001　Fax.0279－88－0002
U R L  h t t p : / / w w w . t o w n . k u s a t s u . g u n m a . j p
♨草津町広報誌「いでゆ」は毎月第２金曜日発行です。 題字は草津町書道会会長　本多銀造氏書

７月の行事予定表

タウンデータ

人口・世帯数
（24年７月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,467人
7,070人

33人
27人

女
世　帯

3,603人
3,485世帯

入り込み客数
（平成24年５月分）

合　計

日帰り

宿　泊

222,146人（102.84％）

73,375人（102.36％）

148,771人（103.09％）
（　）前年対比

※○問 …観光イベント問い合わせ先

情 報 電 話 帳

草津町役場　88-0001（代表）
・会計課  88-7185　・住民課  88-7192
・福祉課  88-7189　・観光課  88-7188
・税務課  88-7186　・温泉課  88-7182
・企画創造課  88-9000　・上下水道課  88-7183
・土木課  88-7184　・議会事務局  88-7191
・教育委員会  88-0005
・健康推進課（保健センター）  88-5797
・生活環境課（クリーンセンター）  88-2407
・図書館  88-7190　・あおぞら保育園  88-3289
・総合体育館  88-5288　・草津小学校  88-2156
・草津中学校  88-2227　・町民プール  88-1130
・社会福祉協議会  88-1050

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

左・山
やま

本
もと

千
ち

尋
ひろ

ちゃん

平成23年６月17日生まれ（１歳０カ月）

右・山本真
ま

悠
ゆ

ちゃん

平成21年３月21日生まれ（３歳２カ月）
山本達雄さん・未来さんの長女・次女

か
わ
い
い
妹
、大
好
き
♥

優
し
い
お
姉
さ
ん

大
好
き
♥


